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協
議
員
会
は
今 

２
・
３
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

消
火
栓
訓
練
の
内
容
確
認 

② 

辻
川
山
西
斜
面
の
樹
木
雑
木
伐

採
作
業
に
つ
い
て 

③ 

界
隈
展
「
辻
川
界
隈
ま
る
ご
と

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
に
つ
い
て
。

辻
広
場
祭
り
＆
観
桜
会
に
併
せ

て
開
催
。
準
備
は
文
化
委
員
を
中

心
に
。 

④ 

第
一
回
グ
ラ
ン
ド
大
会
内
容
確

認
。
準
備
は
体
育
委
員
を
中
心
に
。 

⑤ 

２
９
年
度
自
律(

立)

の
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
の
ま
と
め 

 

《 

当
面
の
予
定 

》 

４
月 ７

日(

土) 
 

辻
川
界
隈
展 

２
９
日(

祝
・
日) 

 
 

第
一
回
辻
川
グ
ラ
ン
ド
大
会 

        

５
月 

２
０
日(

日) 

溝
普
請 

６
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

７
月 

７
日(

土) 
 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

祭
礼
行
事
報
告   

◇
１
月
１
～
３
日 

 

正
月
祭
り 

◇
１
月
７
日(

日)  

冬
え
び
す 

 

冬
晴
れ
の
中
、
３
０ 

余
名
の
参
拝
者
が
地
域 

の
発
展
と
平
安
を
祈
願 

し
ま
し
た
。 

◇
１
月
１
３
日(

土) 

と
ん
ど 

最
高
気
温
５
℃
、
最
低
気
温
氷
点

下
６
℃
、
時
折
雪
も
舞
う
寒
い
日
で

し
た
が
、
「
と
ん
ど
」
と
宮
当
番
が

用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
甘
酒
で
温

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
神
酒
や
お

餅
も
い
た
だ
き
ま 

し
た
。
十
七
隣
保 

の
皆
さ
ん
、
一
年 

間
宮
当
番
ご
苦
労 

様
で
し
た
。
節
分 

の
年
越
祭
か
ら
は 

十
八
隣
保
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

◇
２
月
３
日(

金) 

節
分 

年
越
祭 

 
 

新
宮
当
番
最
初
の
祭
儀
。
厳
冬
期

に
し
て
は
暖
か
な
夜
空
に
井
桁
に

組
ま
れ
た
「
歳
灯
」
の
炎
が
燃
え
上

が
り
ま
し
た
。
辻
川
消
防
分
団
の
皆

さ
ん
も
見
守
り
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

    

◇
２
月
１
１
日(

日) 

初
午
祭 

 

高
藤
稲
荷
で
、
五
穀
豊
穣
や
商
売

繁
盛
、
家
内
安
全
等
を
祈
願
し
て
、

初
午
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
宮
当
番

の
手
に
よ
っ
て
お
稲
荷
さ
ん
は
き

れ
い
に
飾
り
つ
け
ら
れ
、
参
拝
者
に

は
赤
飯
お
む
す
び
や
ミ
カ
ン
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
子
ど
も

相
撲
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
参

拝
者
や
子
ど
も
相
撲
の
参
加
者
が

少
な
く
て
少
し
残 

念
で
し
た
。
以
前 

の
賑
わ
い
が
も
ど 

っ
て
く
る
こ
と
を 

願
っ
て
い
ま
す
。 

事
業
報
告 

◆
１
２
月
２
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

①  

町
内
会
費
等
、
徴
収
の
依
頼 

② 

年
末
助
け
合
い
運
動
・
人
形(

ひ

と
が
た)

・
お
札
の
協
力
依
頼 

③  

報
告
事
項 

・
放
送
設
備(

造
成
開
発
地
域)

の
設
置
延
期
。 

・
町
道
側
溝
工
事
着
手
の
た
め
通
行
規
制
。 

④ 

要
望
事
項
の
一
部
紹
介
… 

・
用
水
路
改
修
（
１
０
隣
保
）
→
実
施
予
定 

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー(

地
蔵
堂
北)

の
設
置
（
１

０
隣
保
）
→
行
政
へ
申
請
。 

・
辻
川
山
西
斜
面
の
雑
木
伐
採
（
１
４
隣
保
）

→
実
施
予
定
。 

・
鈴
の
森
神
社
境
内
の
マ
サ
土
流
出
防
止
（
１

４
隣
保
）
→
引
き
続
き
検
討
。 

・
登
記
所
跡
横
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
の
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「
ふ
れ
あ
い
・
交
流
」 

区
長 

鈴 

木 

健 

文 

 

 

桜
花
の
節
、
各
種
団
体
役
員
も
決
ま
り
新
た

に
平
成
三
十
年
度
辻
川
自
治
会
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
辻
川
区
の
円
滑
な
運
営
に
役
員
一
同

励
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
区
民
の
皆
様
の
今

ま
で
以
上
の
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
四
月
二
十
九
日
に
、
三
世
代
交
流
の

場
、
老
若
男
女
・
新
旧
住
民
が
一
緒
に
「
ふ
れ

あ
う
」
こ
と
の
で
き
る
第
一
回
辻
川
グ
ラ
ン
ド

大
会
を
企
画
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
辻
川
グ

ラ
ン
ド
大
会
は
、
区
民
の
皆
様
の
意
見
要
望
を

も
と
に
、
二
十
五
回
続
い
た
伝
統
あ
る
大
運
動

会
に
変
わ
る
新
し
い
取
組
で
す
。
皆
で
楽
し
め

る
心
身
と
も
に
「
ふ
れ
あ
い
・
交
流
」
の
で
き

る
場
と
し
て
今
後
も
毎
年
継
続
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

人
口
減
少
傾
向
の
中
、
辻
川
区
に
お
い
て
は

戸
数
人
口
増
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
人
と
人
の
ふ

れ
あ
い
の
希
薄
、
無
関
心
さ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

 

一
人
で
も
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
を

深
め
新
発
見
で
き
る
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

2/3歳灯 

 
1/13とんど 

 

2/11初午 

「子ども相撲」 

 

辻川に新妖怪が続々登場 

 

★ 

会
場
：
辻
川
山
町
民
第
１
グ
ラ
ン
ド 

★ 
時
間 

９
時
３
０
分 

～ 

１
２
時 

★ 

主
な
競
技
内
容 

○×

ク
イ
ズ
・
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

ニ
ア
ピ
ン
競
争
・
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
（
全
員
）
、
菓
子
取
り
競
争
（
小

学
生
以
下
）
、
ミ
ニ
ミ
ニ
競
争
（
小
学
生

以
下
の
部
、
一
般
の
部
）
〔
雨
天
中
止
〕 

★ 

参
加
賞
、
入
賞
豪
華
賞
品
あ
り 

http://www10.plala/


整
備
（
３
隣
保
）
→
行
政
と
整
備
を
検
討
。 

・
老
人
ホ
ー
ム
入
口
付
近
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

工
夫
（
３
隣
保
）
→
実
施
・
経
過
観
察
。 

・
公
園
設
置
（
１
３
隣
保
）
→
造
成
開
発
地

に
２
ヶ
所
設
置
。 

・
屋
台
新
調
、
絞
り
幕
・
高
欄
掛
幕
も
（
１

３
隣
保
）
→
新
調
は
現
在
予
定
な
し
。 

・
屋
台
の
一
部
改
修
（
青
年
団
）
→
水
引
幕

の
裏
地
等
取
替
え
。 

・
通
学
路
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル(

７
隣
保
の
水
路

上)

の
改
修
→
行
政
へ
申
請
。 

◆
１
月
７
日
（
日
） 

鈴
の
森
神
社
合
格
祈
願
祭 

辻
川
区
主
催
の
合
格
祈
願
祭
に
、

辻
川
区
か
ら
１
４
名
、
区
外
か
ら
３

名
の
中
学
３
年
生
を
は
じ
め
と
す

る
受
験
生
と
関
係
者
が
参
加
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
本
殿
で
の
ご
祈
祷

と
絵
馬
奉
納
を
行
い
ま
し
た
。
天
気

に
も
恵
ま
れ
て
、
暖
か
な
日
差
し
の

中
で
執
り
行
え
た 

こ
と
は
、
何
よ
り 

の
吉
兆
と
言
え
そ 

う
で
す
。
志
望
校 

合
格
を
祈
念
し
て 

い
ま
す
。 

◆
１
月
２
１
日
（
日
） 

平
成
３
０
年
度
辻
川
区
総
会 

 

１
０
２
名
の
出
席
者
を
得
て
総
会

が
開
催
さ
れ
、
第
１
～
４
号
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

質
疑
応
答
に
お
い
て
、
辻
川
区
の

法
人
化
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
法
人
化
の
利
点
か
ら
、
福
崎

町
内
で
も
法
人
化
し
て
い
る
自
治

会
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
鈴
木
区
長
と

釜
坂
前
区
長
か
ら
、
次
の
よ
う
な
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
法
人
化
に
つ
い

て
は
数
年
前
か
ら
検
討
事
項
と
な

っ
て
は
い
る
。
今
後
、
法
人
化
に
む

け
て
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
検
討

委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
進

め
て
い
き
、
次
年
度
の
総
会
で
、
途

中
経
過
を
報
告
し
た
い
。 

そ
の
他
の
内
容
と
し
て
、
①
自
律

(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
、

②
辻
川
界
隈
整
備
事
業
、
③
用
水
路

の
一
部
改
修
、
④
屋
台
一
部
改
修
、

⑤
宅
地
開
発
、
⑥
神
積
寺
仁
王
門
修

復
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
３
０
年
度
の
辻
川
区
役
員 

に
つ
い
て
は
、
下
段
の
通
り
で
す
。 

◆
１
月
２
７
日
（
土
） 

新
隣
保
長
会
議 

① 

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
選
出 

 

隣
保
編
成
（
隣
保
軒
数
確
認
） 

② 

回
覧
及
び
配
布
物
に
つ
い
て 

隣
保
長
へ
の
配
付
物
は
、
原
則

と
し
て
毎
月
第
一･

第
三
週
末

曜
日
に
ブ
ロ
ッ
ク
長
経
由
で

届
く
。 

③ 

町
内
会
費
徴
収
に
つ
い
て 

④ 

今
後
の
行
事
と
事
業
に
つ
い
て 

⑤ 

宮
当
番(

十
八
隣
保)

よ
り
祭
事 

日
程
説
明 

◆
２
月
９
日
（
金
） 

地
域
支
え
合
い
会
議 

 

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
地
域

の
見
守
り
体
制
を
い
か
に
構
築
し

て
い
く
か
は
緊
急
の
課
題
で
す
。
福

崎
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等

の
担
当
者
と
辻
川
区
の
民
生
委
員
、

民
生
協
力
委
員
、
協
議
委
員
等
２
０

余
名
が
参
加
し
て
、
地
域
の
支
え
合

い
に
つ
い
て
研
修
し
、
課
題
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
し
た
。 

◆
３
月
４
日
（
日
） 

消
火
栓
訓
練 

春
の
全
国
火
災
予 

防
週
間
に
合
わ
せ
て
、 

ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
消 

火
栓
放
水
訓
練
を
実 

施
し
ま
し
た
。
消
防 

団
員
の
指
導
の
下
、 

消
火
栓
の
フ
タ
の
開 

け
方
や
、
ホ
ー
ス
の 

連
結
な
ど
基
本
的
な
操
作
か
ら
放

水
ま
で
訓
練
を
し
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

 

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
我
が
辻
川
区

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
辻
川
が

住
み
続
け
た
い
町
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
ふ
る
さ

と
辻
川
の
た
め
に
、
知
恵
を
出
し
合

い
、
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
吉
田
） 

   

区 

長 

鈴
木 

健
文 

副
区
長 

植
田 

弘
造(

総
務)

【
３
】 

会 

計 

前
田 

亮
平(

会
計)

【
２
】 

協
議
員
（
主
な
担
当
）【
選
出
ブ
ロ
ッ
ク
】 

 
 
 

松
岡 

信
孝
（
土
木
）【
１
】 

 
 

村
井 

吉
典
（
環
境
）【
１
】 

 
 

鈴
木 

智
久
（
体
育
）【
２
】 

 
 
 

尾
花 

洋
一
（
環
境
）【
３
】 

 
 

松
本 

信
裕
（
広
報
）【
４
】 

 
 

埴
岡 

政
秀
（
文
化
）【
４
】 

 
 

吉
田 

和
弘
（
広
報
）【
５
】 

 
 

井
上 

良
宣
（
文
化
）【
５
】 

 

隣 

保 

長
〔
◎
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
〕 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

 
 
 
[

世
帯
数] 

 

１ 

山
口 

芳
雄 

[
1
2
 
] 

◎ 

２ 

田
﨑 

浩
之 

[
1
3
 
] 

 
 

３ 

日
下 

直
哉 

[
3
9
 
] 

１
４ 

多
田 

勝
三 

[
1
1
 
]  

２
ブ
ロ
ッ
ク 

◎ 

４ 

上
延 

純
子 

[
6
 
 
] 

 

 
 

５ 

萬
浪 

耕
作 

[
1
4
 
] 

 
 

６ 

古
井 

晶
士 

[
8
 
 
] 

 

７ 

松
岡 

髙
由 

[
9
 
 
]  

３
ブ
ロ
ッ
ク 

 

１
０ 

髙
橋 

勝
也 

[
7
5
 
] 

１
１ 

森
下 

洋
三 

[
1
1
 
] 

◎
１
２ 

吉
田 

和
司 

[
9
 
 
] 

１
３ 

伊
藤 

豊 
 
[
2
2
 
] 

 
 

 

 ４
ブ
ロ
ッ
ク 

 

８ 

松
岡 

嘉
男 

[
9
 
 
] 

◎ 

９ 

福
島 

祐
一 

[
3
5
 
] 

１
５ 

富
田 

浩
司 

[
1
8
 
] 

２
０ 

大
門 

保
信 

[
1
2
 
] 

２
１ 

橋
本
み
や
子 

[
1
4
 
] 

５
ブ
ロ
ッ
ク 

１
６ 

上
延 

修 
 
[
1
7
 
] 

１
７ 

塩
見 

正 
 
[
1
1
 
] 

◎
１
８ 

長
田 

恵
子 

[
9
 
 
] 

１
９ 

山
下 

隆 
 
[
9
 
 
] 

 

団
体
役
員
〔
代
表
の
み
紹
介
〕 

老
人
会 

 

※ 

未
定 

女 

性 

部 
 

朝
倉
由
美
子 

商
工
部
会 

 

植
田 

弘
造 

農
業
部
会 

 

上
延 

英
一 

消 

防 

団 
 

岡
本 

祐
輝 

青 

年 

団 
 

多
田 

凌
輔 

小
学
Ｐ
Ｔ
Ａ 

利
根
川
一
志 

中
学
Ｐ
Ｔ
Ａ 

神
崎 

 

康
弘 

上
部
派
遣
役
員 

民 

生 

委 

員 
 
 
 
 

上
延
ふ
さ
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

駒
田 

美
幸 

福 

祉 

委 

員 
 
 
 
 

岡
本 

徳
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
岡 

初
子 

補 

導 

委 

員 
 
 
 
 

堀 
 

節
子 

人
権
教
育
推
進
委
員 

 

内
藤 

政
義 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

植
田 

弘
造 

青
少
年
健
全
育
成
委
員 

井
上 

良
宣 

体
育
普
及
員 

 
 

 

上
原 

 

浩 

文
化
財
協
力
委
員 

田
﨑 

正
和 

平
成
３
０
年
度 

辻
川
区
役
員
一
覧 

〈
３
／
２
１
現
在
〉 

宮当番 

 

９隣保担当 

 

総
世
帯 

３
６
３
軒 

 

12 39 13 6 11 9 9 8 

 

75 

 

14 22 

 

11 

9 9 9 35 18 12 

 

14 17 11 

 


